
一般質問通告書 

受領日時 令和６年６月３日 午前・午後１１時２２分  ９番 氏名 荒川 滋  

   質問項目          質問の要旨 

1 安全に住める町

でなければ何も始

まらない。災害に強

い町になるために。 

 

(1) 3月 28日に河川維持に関する県知事あての要望書を提出し 

たが県の反応はどういったものか。 

 ①河道掘削 

  ・大川地区(八郎潟調整池～竜馬橋区間) 

  ・大川地区(石崎～西野橋区間) 

  ・五城目地区(西野橋～五城目橋区間) 

  ・五城目地区(馬城橋～富津内川との合流地点) 

  ・馬場目門前、恋地滝ノ沢 

  ・富津内中津又長面～脇村、赤倉山荘付近 

  ・内川谷地田橋下流部  

 ②伐木伐採 ・昭辰橋上流部左岸 

(2)上流部では 45億円の巨費をかけて県によって河川整備が進 

められることになるが、完成までの安全確保のため町の役割 

は何か。 

(3)これまで県による説明会が行われていない地域で、河川整備 

の経過と予定を町民に伝えることが必要。併せて排水対策の 

下水道施設雨水幹線の整備の計画についても現状と予想され 

る効果を伝える必要がある。  

(4)6月 2日、1時間当たりの雨量が 6月の観測史上最大値を記録 

した。短時間の雨でも町内を流れる用水路の水位が上がり沿 

線住民は再び大きな不安に駆られた。役場閉庁時の相談受け 

入れ先を明確にしなければならない。また浸水常襲地域の用 

水路の擁壁かさ上げが必要ととらえているが町として住家を 

守る考えはあるか。 

(5)町からの緊急情報の伝達多重化が図られているが公式 LINE 

も開設し更なる充実を図るべきだとの提案はどうなった。  

2  消防広域化に対

する本町の考え方

について 

 

(1)国は今年 3月に市町村の消防広域化に関する基本方針を一部 

改正し 2029年 4月を期限として広域化を進める方針を発表し 

た。それを受け県では本年度までの計画を再策定し、将来的 

には県内を１本部に集約することを目的としている。統合は 

規模が小さいほどメリットが多いとされている。計画には、 

男鹿・湖東両地区消防本部統合についても盛り込まれた。男 

鹿潟上南秋地区については、2008年に本町を含めた 3本部で 

統合の協議をするも負担金の割合の折り合いつかず 2013年に 

凍結したという経緯がある。2018年 3月に一般質問で取り上 

げた際、凍結により広域化協議再開の条件が整っていないた 

め単独、との答弁があった。東北地方の中で圧倒的に規模が 

小さい本町の本部だが広域化に向けての現状は。 



3  安心して子育

てができる環境づ

くりについて 

(1)腐食により事故の恐れがあるため屋内温水プール近くの雀館 

運動公園内木製複合遊具が撤去されたことが、町 HPと広報に 

掲載された。町では数少ない複合遊具で、町の宝である子供 

たちの大切な遊び場であった。撤去に至った経緯と今後の考 

えは。 

(2)4月 5日、時間をずらして町の小中学校入学式が行われたが、

こども園の入園式と小学校の入学式は同時刻開催であった。

日程を決める際に配慮が必要であったのではないか。 

(3)令和 6年 4月からこども家庭センターの設置努力義務化に伴 

い県内でも『こども子育て課』『子育て健康課』などの設置が 

進んできている。本町における計画は。 

(4)若者世代子育て世帯の支援を具体的に進め子育てするなら五

城目町、を実現しなければ町の将来はない。先進地域の取組

みを参考に取組むと答弁をいただいているが進展はあった

か。 

 

4  幸福度が増し希

望と誇りが持てる

町であるための施

策について 

 

 

(1)町の宝は何と考えるか。(複数可) 

 

(2)その宝を町のまちづくりと活性化に結び付けられているか。 

 

(3)環境と文化のむらは全国で 4カ所のみ。本町においては豊か 

な自然と歴史、鳥類をはじめとした生きものに接し、キャン 

プもできる貴重な場所。鳥獣保護センターに併設設置者であ 

る県と連携し有効活用で観光振興につなげるべき。 

文化の館の在り方についても再考が必要だ。 

(4)平成 29年 2月策定の公共施設等総合管理計画の現状と見通し 

を問う。 

(5)空き店舗対策について。 

・6月末で長い歴史に幕を下ろす店舗がある。建物について閉 

店後の所有者の意向は確認しているか。 

・これまでも提言してきたが、中心市街地のシャッター街の解 

消に向けニーズの掘り起こしと空き店舗所有者とのマッチ 

ングと情報発信をする『空き店舗バンク』を設置すべき。こ 

のままでは町の顔である『まちなか』が完全に消滅してしま 

う。 

(6)運転手の人員不足により路線バスの減便が続いており不便を 

強いられている町民がいる。 

・ダイヤ改正に当たりバス運行会社と事前協議はしたのか。 

・民間企業の経営に関わることではあるが今後の町のかかわり 

は。 

 

 


